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亀甲橋の特徴である背の高い大きな3連のアーチは、
暴れ川である笛吹川に対して橋の径間を長くするために
採用されています。アーチリブはアングル材を用いたトラ
ス形状の上横構と、その格点を体格につないだブレース
構造で結合されており、下路式の橋は、桁下の洪水の通
過空間を確保する狙いがあります。橋脚は耐震化の補強
工事等が実施されていますが、アーチ部分は架橋時のま
ま残っています。

古くから知られる名勝・差出の磯
亀甲橋と関わりの深い場所として有名なのが、橋の右岸
にある名勝・差出の磯です。古くから日本有数の名勝とし
て知られており、松尾芭蕉や与謝野晶子といった多くの歌
人が訪れ、その光景を歌に詠んできました。日本で最初の
勅撰和歌集として延喜5（905）年に奉上された『古今和歌
集』にも、差出の磯を詠んだ和歌が収録されています。
「しほの山　差出の磯に　住む千鳥　君が御代をば　
八千代とぞ鳴く」（訳：しほの山の差出の磯に住んでいる
千鳥は、あなたの寿命を「八千代」と鳴く）。

しほの山とは山梨市に隣接する甲州市のシンボルであ
る塩ノ山を指しています。チドリは山梨の県の鳥で、差出
の磯一帯はチドリの生息区域として古くから知られてい
ました。差出の磯のチドリが鳴くように、あなたの世が
八千代に永く続きますように。宮廷の歌人が賀歌に引用
するほど、差出の磯は名勝として広く認知されていまし
た。以降、平安から現代まで、数多くの和歌に塩ノ山や
差出の磯のチドリが詠まれています。
街道、橋、名勝が調和し、地域のシンボルとして親し
まれる亀甲橋。その3連のアーチは見た目にも美しく、長
野県立歴史館名誉学芸員／土木・環境しなの技術支援
センターの山浦直人さんは「３連のアーチが河川と織りな
す風景としては『山梨市景観百選』に選定されたほか、平
成21（2009）年には地域住民と取り組んだワークショップ
により、塗装色が建設当初の赤色系（葡萄色）に塗り直
され、照明設置などにより、ランドマークとして親しまれ
ている点も、地域に大切にされてきた橋として特筆されま
す」と評価します。人々に愛される光景はかつて和歌にも
詠まれたように、八千代に続くことでしょう。

橋上部構造

晴れた日は橋から富士山が見える

歩道設置時に
耐震化のため
巻き立てられた

橋脚部分

後年になって
架橋された歩道

初代（上）と
2代目の亀甲橋
（提供：紅林章央氏）
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このページは
会員の皆さまの
投稿によるページです

渡邉泰也
飛島建設株式会社 審議役

元河川部河川調査官

救急車で緊急搬送

ご存じの方も多くおられると思いま
すが、2023年11月3日の文化の日に娘
が孫を連れて来たので、昼間は孫と遊
んで晩ご飯を食べて少しアルコールも
飲んで、孫たちが帰ったので、ソファー
でテレビを見ながらうたた寝をしてい
て、12時頃になったので風呂でも入っ
て寝ようかと思い動き出したところ、
何か動きが変で、左側の手や足が思う
ように動かず、これはおかしいと思い、

既に寝ていた嫁さんを起こ
し、救急車を呼んでもらいま
した。救急隊はたぶん10分
ぐらいで来て、私の様子を見
てすぐに大きな病院に運ぶ
ことになり、受け入れ可能な
病院を探して、結局、某大学
の附属病院に運ばれました。

脳梗塞で緊急入院

MRIなどの各種検査をし
て脳梗塞であることが確定。
担当医によると、たちの悪い
脳梗塞らしく、今後の経過
によるとさらに梗塞の範囲
が広がるかもしれないと脅

され、とにかく絶対安静。口から薬を
飲む時以外はベッドの上で横になって、
水も栄養も薬も点滴で確保という病院
生活が始まりました。
最初はICU（集中治療室）だったけ

ど、病状が落ち着いたら一般病棟に移
り、さらに梗塞の範囲も広がることな
く3日間ほどの絶対安静期間が終わる
と、すぐにリハビリの開始です。理学
療法士と作業療法士と言語聴覚士の
先生方の指導の下、思うように動かな
い左手足を無理やり動かして歩いたり
とか、左手で物を取ったり動かしたり
とか、言葉や記憶が大丈夫かを確認
するテストなどのリハビリ生活が始まり
ました。その後、急性期のリハビリは
20日間だけなので、回復期のリハビリ
を続けるためリハビリ病棟がある病院
に転院することになりました。

リハビリ病棟でのリハビリ

リハビリ病棟でも、理学療法士と作
業療法士、言語聴覚士の3人の担当
の先生によるリハビリが始まりました
が、私の場合は言語や記憶といった部
分の障害はほとんどなかったため、言
語聴覚士の先生はすぐに卒業となり、
もっぱら理学療法士の先生による足の

先日登った山梨県の高川山（標高976m）の山頂にて

高川山は、こんな感じの山登りでした
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協会だより編集委員会では、会員の皆さまからの原稿を
募集しています。ぜひご投稿ください。
会員のひろば：趣味や特技、現役時代の思い出、紀行文な
ど800～1,200字程度で写真数枚を添えてご投稿ください。
会員の近況コーナー：近況報告、エピソード、はまっている
もの、お薦めの本の紹介など何でも構いません。思いつく
ままの短文（1行でも）を書き連ねていただき、お気軽にご
投稿ください。
表紙写真：四季を感じられる写真等ご投稿ください。

協 会 だよりへ の 投 稿 のお願い

提出先：協会だより編集委員会
メール、FAX、郵送いずれの方法でも結構です。

●E-mail：kyokai-dayori@kt-chkd.or.jp  
●FAX：048-600-4175
●郵送先：〒330-0843
　�さいたま市大宮区吉敷町4-262-16  

マルキュービル9F
　（一社）関東地域づくり協会
　協会だより編集委員宛

運動機能の回復と、作業療法士の先
生による左の腕と手、指の機能の回復
でした。
1コマ50分のリハビリを、毎日3コマ

のシフトが組まれ、だいたい、1コマが
足のリハビリ、1コマで肩から腕を動
かし、もう1コマで指の細かな動きの
リハビリを繰り返し、少しずつ動くよう
になっていきました。ただ、頑張りすぎ
ると、痛みが出て、リハビリができなく
なったりして、回復のペースは本当に
ゆっくりでしたが、徐々にできることも
増えていきました。
入院当初は、トイレに行くのもナース

コールで看護師さんを呼んで車椅子で
連れて行ってもらわないといけなかっ
たのが、4か月半のリハビリ入院を経
て、病院生活は一応何でも一人ででき
るようになり退院しました。

普通の生活をしながらのリハビリ

退院後も普通の生活がすべてリハ
ビリで、Yシャツを着るときも右手の袖
口のボタンを留めるのが難しくてこれ
までの倍以上の時間が必要だし、通
勤で歩くのも初めはやっぱり大変で、
会社が品川駅下車なんですが、品川
駅のあの広いコンコースを都会の皆さ
んと同じペースで歩くのはまだ難しい

です。電車も難敵で、立っている
ときは手すりをしっかり握ってい
ないと緊急停止とかされたらこ
けてしまいます。食事でナイフと
フォークを使う時も左手で持った
フォークがうまく使えなくて難儀
しました。

最近は

退院後1年たって、ようやく、
ゆっくりであればそんなに不便な
く普通の生活ができるようになり
ました。倒れる前に登っていた山
も、近くの低山のゆっくりとした
トレッキングであれば、行けるようにな
りましたし、マラソンも5km1時間くら
いの早歩きのペースなら走れる（歩け
る？）ようになりました（まだ、レースで
は走っていませんが、次の冬には走ろ
うかなと思っています）。
みなさま、つまらないリハビリ話で
すみませんでした。どちらにしても健
康には十分ご留意をされてお暮らしく
ださい。ただ、万が一、体に麻痺とか
が残っても、人の身体ってすごい能力
を持っています。ちゃんとリハビリす
ればある程度は動くようになります。
とはいえ、そうはならないように身体
に気を付けてお過ごしください。

高川山から見えた富士山です

17令和 8年7月



関 東 地 域 づ く り 協 会 か ら の お 知 ら せ

18 第40号

地域活性化
全12件

人口減少、少子高齢化が進む社会の
中で衰退している地域社会において、
環境保全や観光、文化、歴史、自然等
の地域資源を活用する事業への支援
を通じて、地域づくり、地域活性化に
寄与することを目的とした事業。
事業名
●棚田・里山再生支援による地域の活
性化

●利根川における上下流連携と地域振
興支援

●市民地域活性化活動への支援� ほか

調査研究・技術開発
全7件

大学･団体･企業等を対象に技術開発
研究費用の一部を支援するとともに、
社会資本の記録･整理･整備に関する
研究活動への支援を行うなど、広く社
会資本の整備の推進に寄与することを
目的とした事業。
事業名
●道路、河川等の土木技術の継承
●大学等調査研究テーマに対する支援
●河川流域水質一斉調査支援� ほか

防災
全8件

災害時に防災エキスパートおよび当会
職員等による災害対応支援活動およ
び平常時の防災のための公共施設点
検、防災意識の向上、啓発等の広報
活動支援を通じて、災害時の迅速か
つ的確な対応に寄与することを目的と
した事業。
事業名
●防災エキスパート支援事業
●災害復旧事業技術講習会
●防災倉庫・防災備蓄用品の助成� ほか

講演会等
全10件

河川や道路等の社会資本の整備が防
災、治水、利水、物流、観光など地域
社会や経済等に果たしている役割等
について講演会やセミナーの開催、優
良な工事に対する表彰等を通じ、広く
理解を深められることを目的とした事
業。
事業名
●有識者による社会資本、防災等「地
域づくり講演会」の開催

●地域プロジェクト講演会等への支援
� ほか

環境保全
全24件

関東地域内に残る自然環境の調査、
保護、再生に取り組む活動への支援、
河川や道路等の社会資本を清掃・美
化する活動への支援、地域の自然に
興味を促すことで環境愛護の精神を
育む活動への支援を通して、地域に貢
献することを目的とした事業。
事業名
●関東・水と緑のネットワーク形成プロ
ジェクト

●河川・道路清掃等美化活動支援
●貴重植物保全活動支援� ほか

広報
全15件

河川や道路等の社会資本の役割や重
要性などについて、展示会・HP等で広
く報じることにより、地域住民等の社
会資本への理解が深められることを目
的とした事業。
事業名
●道のある風景写真コンクール
●中学生体験学習（校倉風木造倉庫建
設・測量体験・重機操作体験）� ほか

（一社）関東地域づくり協会では、下記6本の柱による公益目的事業を実施しています。当協会
が主体的に実施するとともに、 公益性が高く、社会貢献度の高い活動への支援を実施していま
す。令和8年3月16日（月）、公益事業委員会（外部委員2人含む）において、令和8年度は申請
81件が審議され、76件が採択されました。

令和8年度
公益事業紹介

土木技術の継承　出前講座 関東地域づくり講演会
道のある風景写真コンクール入賞作品展示
（道の駅庄和）

埼玉県横瀬町棚田再生 災害復旧事業技術講習会 霞ヶ浦・北浦地域清掃大作戦



19令和8年7月

新会員をご紹介します　新しく32人の方が入会されました。これからよろしくお願いいたします。

氏名 現勤務先（令和 8年 7月1日現在）

青木　孝夫 （一財）渡良瀬遊水地アクリメーション振興財団
飯野　正樹 日本ユーティリティサブウェイ（株）
一場　　敏 （一財）水源地環境センター
大杉　昌巳 （株）建設資源広域利用センター
太田　敏之 （一財）水源地環境センター
岡村　次郎 （独法）水資源機構
奥貫　浩司 （公財）河川財団
金子　隆信 関東建設マネジメント（株）
岸上　　仁 自宅
木村　健治 関東建設マネジメント（株）
小池　聖彦 （公社）日本河川協会
榊田　直之 関東建設マネジメント（株）
関　　　等 （一財）全国建設研修センター
関口　広喜 （一社）関東地域づくり協会
舘野　　悟 （株）日水コン
田中　　満 （一財）国土技術研究センター

氏名 現勤務先（令和 8年 7月1日現在）

茅根　壮一 （株）エイト日本技術開発　東京支店
坪谷　　剛 （一財）河川情報センター
鴇田　政信 関東建設マネジメント（株）
中根　好久 （一財）土木研究センター
中村　和幸 （一財）河川情報センター
平林　久弥 関東建設マネジメント（株）
町田　悦幸 （株）植木組
水澤　良幸 （株）NIPPO
宮坂　広志 （一社）建設コンサルタンツ協会
宮下　　規 関東建設マネジメント（株）
村松　誠支 （一社）日本道路建設業協会
持丸　章治 （一財）先端建設技術センター
森　　勝利 （公財）交通事故総合分析センター
森山　祥文 （一社）日本道路建設業協会
由井　修二 （特非）日本水フォーラム
渡邉　郷史 川田建設（株）

一般社団法人 関東地域づくり協会
Kanto Regional Management Service Association 
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編集委員
●
［関東地域づくり協会］
有馬正吾
井上啓
大柴公彦
髙橋岩夫
辰野剛志
丸山貴志
［会員］
浅古勝久（（株）熊谷組）
吉田成人（いであ（株））

氏名 逝去年月 建設省（現国土交通省）退職時職名

谷内　禧夫 令和7年4月 道路部　道路情報管理官
海馬　和彦 令和7年8月 土木研究所　調査官
渡辺　正一 令和7年12月 常陸　建設専門官
澤本　正司 令和8年1月 関東技術　品質調査課長
羽富　　亨 令和8年1月 用地部　用地調査官
小野　　力 令和8年2月 甲府　経理課長
清水　孝一 令和8年2月 神奈川県　土木部長
秋元　治之 令和8年3月 道路部　道路管理課長

お悔やみ申し上げます　謹んで哀悼の意を表します。

氏名 逝去年月 建設省（現国土交通省）退職時職名

磯田　忠生 令和8年3月 渡良瀬川　出張所長
横尾　義男 令和8年3月 利根川上流　管理課長
岡本　弘司 令和8年4月 総務部　福利厚生官
中澤　徳安 令和8年4月 道路部　特定道路工事対策官
上原　治美 令和8年5月 高崎　出張所長
渡辺　正男 令和8年5月 相武国道　総務係長
西條　　照 令和8年6月 関東地建　主任監査官
野呂　廣美 令和8年6月 用地部　用地調整官
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令和8年2月1日〜
50音順・敬称略



連日、多くの利用者でにぎわう道の駅

新4号国道（国道4号バイパス）沿いに位置する道の駅「し
もつけ」。北関東自動車道のICからも約15分の距離にあり、
約3.7haの広大な敷地に約1.9haの駐車場を備えることか
ら、年間250万人が訪れます。平日は大型車両も数多く駐
車し、長距離移動の憩いの場として親しまれています。
 「地元の方ばかりでなく、宇都宮から近郊の行楽地に出か
ける方や、都心からの帰省途中に立ち寄ってくださるお客さ
まも多いようです」と話すのは、管理を受託する株式会社道
の駅しもつけ総務部長の粕谷浩さん。訪れる人の多くが目当
てにしているのは食事と買い物で、売り場には、デパートの食
品売場を思わせるように野菜や惣菜、和洋菓子、パン、土産
物など、つい足を止めてしまう魅力的な品々が並んでいます。
 「売上の上位はやはり農産物。いちごやトマト、しいたけを
はじめ季節の野菜が豊富にそろいます。地域の生産者の
方々がその日の朝に採ってすぐ並べてくださるので、昼すぎ
にはなくなってしまうものも。毎日大勢のお客さまが楽しみ
にしてくださっています」（粕谷さん）

開業から15年を迎えた現在はSNSでの発信にも力を入
れ、若い世代の客層獲得にも取り組んでいます。

大規模災害時の広域支援の拠点として想定

道の駅「しもつけ」は、長距離の国道沿いという交通利便
性の高さや自然災害の少ない土地柄に加え、自治医科大学
附属病院をはじめとする近隣の充実した医療体制も評価さ
れ、県内2つ目の「防災道の駅」に指定されました。大規模
災害発生時には、滞在する人に支援を行うだけでなく、自衛
隊や国土交通省、消防、警察による広域的な災害対応の拠
点となることが想定されています。そのため防災倉庫には、
被災時に滞在する人のための防災テントや毛布、救急箱の
ほか、災害対策本部設置のための備品が備えられています。

令和8年2月には、能登半島地震などでも活躍した「防
災用コンテナ型トイレ」が1台設置されました。栃木県内で
は初の設置となるこのトイレは、給排水管への接続が不要
な完全独立型で、屋根と壁面に設置されたソーラーパネル
の電力で稼働します。汚水はコンテナ内の装置でろ過・循
環して使用され、汚物は微生物が分解するため、除去作業
は年に1回程度で足りるといいます。

今後も、平時は多くの利用者が集う交流の場として、災
害時には広域支援の拠点として、地域の安全・安心を支え
る機能の強化を進めていく予定です。
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管理者である株式会
社道の駅しもつけの

粕谷浩総務部長

防災用コンテナ
型トイレ。いざと
いうときの利用
に備え、通常は9
時から18時まで
時間を限定して
開放している

開業当時は一日5万台の車両
が訪れた道の駅「しもつけ」。
今もにぎわいは変わらない

防災倉庫には移動者支援や
災害対策本部設置のための
資材が保管されている令和7年7月に、宇都

宮国道事務所と下野
市による首都直下地
震を想定した防災訓
練が行われた。道の
駅スタッフの誘導など
のマニュアルは今後
整備していく予定だ

朝採れの野菜が豊富に並ぶ直売
所。下野市はかんぴょうの生産量

が日本一！
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道の駅
「しもつけ」

新4号国道利用者に
憩いと楽しみ、
安心を提供する

平成23（2011）年開業の道の駅「しもつけ」。交通量の多
い新4号国道（国道4号バイパス）に面しており、令和7
（2025）年に「防災道の駅」に指定されました。今後は大
規模災害時の拠点として整備を進めていく予定です。


